富山県の直翅類(Ⅱ) by 根来 尚 & 瀬川 哲夫
富山市科学文化センター 研究報告第13号，pp､65-94,9pls.（199()》
富山県の直通類率
（I）
根来尚')・瀬川哲夫壁
TheOrthopteraofToyamaPrefecture，
Honshu,Japan
（I）
HisashiNegoro・TetsuoSegawa
富山県における直趨類の生息・分布の概況
根来・瀬)||(1988)により、今日までに富山
県下より確実に記録された直通類はl()科96種
となった。そのうち、ヒトコブササキリモド
キ・コパネササキリモドキ・ヒメギス・モリ
ズミウマ・ハヤシウマ・コノシタウマ・コガ
タコオロギ・モリオカメコオロギ・マツムシ．
カヤコオロギ・キアシヒバリモドキ・コバネ
ヒシバッタ・ホクリクコバネヒシバッタ・ハ
ラヒシバッタ・ヤセヒシバッタ・ハネナガイ
ナゴ・ホンシュウクモマヒナバッタの17種は＝
根来・瀬川(1988)ではじめて富山県から確実
なものとして記録されたものである。
以下の13種は、今日までごく少数の個体が
採集されているにすぎない。クツワムシ・ク
ビキリギス・ササキリ・ヒメツユムシ．コバ
ネササキリモドキ・コガタコオロギ・マツム
シ・カヤコオロギ・キアシヒパリモドキ・カ
ワラスズ・アリツカコオロギ・ハネナガイナ
ゴ・セグロイナゴ・ホンシュウクモマヒナバ
､､ノ，勺
／／O
マツムシを本県の直通類相にふくめるのに
問題が無いわけではないが、産地は不明なが
らまず間違いなく富山県産と考え,られる標本
が存在すること、また、朝日町宮崎で1953年
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9月4日に鳴き声が聞かれている(中川秀幸
氏による）ことなど､かって本種が生息してい
たことはまず確実であるので、本県産直通類
にふくめておく。
次の4種は、近年全く採集されていない。
コガタコオロギ・マツムシ・カヤコオロギ．
ハネナガイナゴ。
また、アオマツムシは近年富山県に分布を
広げてきたものである。
次に、富山県の主要な地形区分にしたがい
概況を述べる。
富山県は、本州中央部の日本海側に位置し賢
東側を3000,級の山岳の連なる飛騨山脈、南
側を1500m前後の飛騨高地、西側を両白山地
より北へ派生する500m-1000mの山地と三方
を山に囲まれ中央に富山平野が展開する。こ
れらの山地は急|唆で、河川は急流となって富
山湾にそそいでいる。海岸部には砂丘は発達
せず、コンクリートで固められた人工海岸は
62％に達する。河川敷も自然の河原は減少し、
コンクリートと平板な裸地とに化しつつある盲
山地は急峻で、高原とよばれるような平坦な
地形は、立山弥陀ケ原を除いては見られない≦
本県の自然植生は、タブ林・ウラジロガシ
林等からなるヤブツバキクラス域(丘陵.低地
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帯。約300m以下)、ブナ林・ミズナラ林等か
らなるブナクラス域(山地帯。約300m-1500
m)、オオシラビソ林･ダケカンパ林等からな
るコケモモートウヒクラス域(亜高山帯。約
1500m-2400m)、ハイマツ林・高山草原等か
らなるコマクサーイワツメクサクラス域(高山
帯。約2400m以上)と大きく4分される(宮脇
編、1977)。平地･丘陵地や山地下部では、原
植生は一部を除いて殆ど存在せず、耕作地・
工場地・商業地・宅地等の他、スギの植林地
やコナラを中心とする二次林となっている。
その二次林も近年大規模な開発の手がのびて
きている。山間部のブナ林も各地で伐採が進
み、高山・亜高山では観光開発による破壊が
みられる。
海岸部の砂浜の自然海岸では、キリギリ
ス・オナガササキリ・エンマコオロギ・ショ
ウリョウバッタ・クルマバッタモドキ・ヒナ
パッタなどが普通にみられる。砂浜にはヤマ
トバッタが多く、少し内陸側にエゾエンマコ
オロギがみられ、これらは海岸部に特有のも
のである。
平地では、そのほとんどが農耕地および宅
地・市街地であり、特に直遡類がよくみられ
るのは、河川敷である。自然の河川敷は、転
石の河原・砂地・種々のタイプの草地・ヤナ
ギやアキグミの林等が存在し、田中(1982)の
述べるとおり、かって平地に普通であって現
在激減している昆虫が多く生息している。セ
スジツユムシ・クサキリ・ウスイロササキリ・
ハラオカメコオロギ・エンマコオロギ・マダ
ラスズ･ﾔｾﾋｼパｯﾀ･オンブバッタ･シ
ョウリョウパッタ・トノサマバッタ・クルマ
パッタモドキなどが多く、カワラスズ・カワ
ラバッタは河原特有といってよいものである
が数は少ない。市街地の公園などではクサヒ
パリ・カネタタキ・エンマコオロギもよくみ
られるもので、アオマツムシも今後増えてい
くものと思われる。
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丘陵地では、平地でもみられるものの他、
アシグロツユムシ・クダマキモドキ類・ヤブ
キリ・モリオカメコオロギ・エゾスズ・カン
タン・ミカドフキバッタ・ツマグロイナゴモ
ドキなどが普通にみられ、また、クツワムシ・
ササキリモドキ・ササキリ・ヒメギス・クマ
スズムシ・ショウリョウパッタモドキのよう
に富山県内では希少の種も多くこの地域に存
在する。
山地の林道ぞいでは、ホソクビツユムシ・
イブキヒメギス・カンタン・ヤセヒシパッタ・
ヒロバネヒナバッタ・ミカドフキバッタ・ハ
ネナガフキバッタがよくみられるもので、サ
サキリモドキ類・コノシタウマ・モリズミウ
マ・クチキウマももっぱらこの地帯に生息す
る。
亜高山および高山では、直通類は少なく、
イブキヒメギス・トノサマバッタ・ヒロバネ
ヒナバッタ・クモマヒナバッタ・ホンシュウ
クモマヒナパッタ・ハネナガフキバッタ・ミ
カドフキバッタで全てといってよく、特に、
高山でもみられるものは、クモマヒナパッタ
のみである。トノサマバッタ・ヒロバネヒナ
バッタ・ハネナガフキバッタは亜高山でも低
い地域でみられるのみである。
表lに、富山県産直通類の成虫出現期を示
した。これは、確実な文献上の記録および筆
者らの採集データに基づくものである。
近県との比較
富山県の直通類相の特色を把握するため、
近接5県('1皮阜・福井・石川・長野・新潟)と
の比較を行う。表2に富山県をふくめ上記各
県から記録のある種を示した。この表を作成
するのに用いた文献は以下のものである。
各県共通：小林(1981）「信州の秋に鳴く虫
とそのなかま｣、直通類研究グループ(1983）
「日本の直通類｣、加納(1982,1986a｡b）「名
張市周辺のミヤマフキバッタ(1)」「東北地方
富山県の直遡類(II》
とその付近のフキバッタ(1)(2)｣、加納･冨永
(1984）「中国・近畿・中部地方に分布するミ
ヤマフキバッタの2種｣、冨永他(1980)｢バッ
タリギスフキバッタ特集号｣、根来(1989）
「キンキフキバッタの新産地｣。岐阜県：村
井・大野(1982）「岐阜県の昆虫」中の直通類。
福井県：長田(1985）「福井県昆虫目録」中の
直通目。石川県：中村(1975,1978）「石川県
産直遡目」「石川県の自然環境第4分冊｣中の
直通類、徳本(1980）「石川県産直通系昆虫資
料｣。長野県：小林(1981)｢信州の秋に鳴く虫
とそのなかま｣、長野県(1983)｢長野県の貴重
昆虫｣。新潟県：山崎(1979)｢新潟県の直通目
について｣、本間監修(1981)｢新潟県昆虫図鑑
(上)｣、長島(1983.1988）「新潟県産キリギリ
ス科目録｣｢新潟県のハヤチネフキバッタとク
サツフキバッタの分布について｣。なお、石川
県から未記録で根来の手元にあるものが2種
存在するのでそれもふくめておいた(表の注
を参照のこと)。
6県から記録のある直通類は131種で､'1皮阜
県より90種、福井県より93種、石川県より84
種、富山県より96種、長野県より110種、新潟
県より99種となっている。富山県以外ではヒ
シバッタ類が不明であるので、それを勘案す
ると、南北に広く、高原・高山を多く有する
長野県が、南方系・北方系の種ともに分布が
みられ、種数が多くなっている。その他の県
では、石川県が少し少なくなっているが、ほ
ぼ似かよった種数となっている。種構成から
みても、岐阜・福井・石川・富山・新潟の各
県できわだった差は無いが、上記の順に、南
方系の種が減少し北方系の種が増加する傾向
がみてとれる｡131種の内約半数の61種が全て
の県から記録されている。ただ、ササキリモ
ドキ類・カマドウマ類・ヒシバッタ類などは‐
まだ研究途上のもので調査も不十分であり、
今後各県からの記録が増加するのは明かであ
る。
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次に各科ごとに概観する。なお、6県全て
に共通して分布する種については、本文中に
はいちいち記さないので表を参照してほしい＝
キリギリス科：36種中23種が6県で共通し
て記録されている。クツワムシ・ササキリモ
ドキは岐阜・石川で記録は無いが生息するこ
とは確実である。ハタケノウマオイはハヤシ
ノウマオイから形態的には区別が難しく、鳴
き声であきらかに区別されるものであるが、
北陸以北では記録がない。しかし、長野県北
部には生息するので、よく調査すれば北陸で
も発見されるかもしれない。カヤキリは長野
でのみ記録がなく、内陸部には生息しないの
かもしれない。オオクサキリは海岸砂丘の草
地や松林縁に生息するもので、新潟の一部か
ら記録があるにすぎない。他県でも同様な環
境から発見される可能性はあると思われる。
ササキリモドキ類は不明の部分が多いが、ハ
ダカササキリモドキ以外は未記録県でも発見
される可能性はあると思われる。ヤブキリ類
は、鳴き声で区別されるいくつかの脈種"が存
在するが、形態的にはたいへん区別が難しく、
長野県以外では調査は不十分である。
コロギス科：ハネナシコロギスは6県から
記録がある。コロギスは岐阜県から記録がな
いが、生息するものと思われる。
カマドウマ科：10種中3種が6県から記録
されているのみだが、全種とも各県全てに分
布する可能性がある。
コオロギ科：37種中15種が6県全てから記
録がある。クマコオロギ・モリオカメコオロ
ギは石川県から記録はないが、生息するもの
と思われる。ヤマトヒバリは岐阜・長野で記
録がないが、ともに生息するものと思われる“
ナツノツヅレサセコオロギ・ヒメコオロギ・
マツムシモドキ・キンヒバリ・ヒメスズは長
野県南部もしくは岐阜県からのみ記録され、
北陸には分布しないものと思われる。コガタ
コオロギは岐阜・福井・石川からは記録はな
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いが、南方系のものでありこれらの県にも分
布する可能性がある。タンボコオロギは富
山・新潟からは確実な記録はないが、長野県
北部から記録されているので、両県にも分布
する可能性はあると思われる。タンボオカメ
コオロギは北方系のもので石川県以南では記
録がない。エゾエンマコオロギも北方系で福
井県北部が分布の南限となっている。クマス
ズムシ・マツムシは共に岐阜・長野から記録
が無いが、南方系のものであり少なくとも岐
阜県には生息すると思われる。クチキコオロ
ギは福井県南部が分布の北限となっている。
アオマツムシは近年各地で分布を拡大してい
る。石川県金沢市では、すでに10数年以上前
から知られていたが、富山市にはようやく数
年前に侵入した。オオオカメコオロギ・カド
ナシミツカドコオロギは全国的にもきわめて
局地的に分布するもので、長野県でもただ一
カ所から知られているにすぎない。ヒロバネ
カンタンは新潟県以南の海岸部に生息するも
ので、富山県からも発見される可能性が多い。
ハマスズは海岸の砂浜や河原の砂地に生息す
るもので、新潟・長野・石川から記録があ仇
他県にも分布する可能性がある。ナギサスズ
は海岸の岩礁に生息するもので、日本海側で
は新潟県からのみ知られている。
アリツカコオロギ科：アリツカコオロギは
岐阜・石川から記録は無いが生息するものと
思われる。
ケラ科・ノミバッタ科・オンプパッタ科：
ケラ・ノミバッタ・オンブバッタとも6県全
てから記録されている。
ヒシバッタ科：ハネナガヒシバッタは6県
全てから記録があり、トゲヒシバッタは長野
からのみ記録がない。サドヒシバッタは新潟
県佐渡島に限られる可能性が大きい。コバネ
ヒシバッタ・ヒシパッタ類はまだ分類も不十
分であり今後の研究の進展が待たれる。
バッタ科：35種中16種が6県全てから記録
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されている。アカハネバッタは疎林の林床や
林縁に生息し、記録のある4県でもまれな種
である。ヤマトバッタは海岸の砂浜に生息す
るもので内陸の2県には分布しない。マダラ
バッタは石川・長野から記録がないが、発見
される可能性はある。ヒメヒゲナガヒナパッ
タは、原記載以来絶えて報告がない。タカネ
ヒナバッタは山地から亜高山の高原の草地に
生息するが、富山県以西では記録がない。ク
モマヒナパッタは|岐阜県から記録がないが、
後立山連|峰を除く北アルプスに分布するもの
で、同県にも分布するものと思われる。チシ
マヒナバッタ・クサツフキバッタ・ハヤチネ
フキバッタは、北方系のバッタでチシマ・ク
サツが長野から、クサツ・ハヤチネが新潟か
ら記録されている。他の4県には分布しない
ものと思われる。ハネナガイナゴはかっては
稲害虫として水田にみられたものであるが、
各県とも絶滅もしくはたいへん減少したよう
である。オマガリフキバッタは福井県以南に
分布する。キンキフキバッタ・ダイリフキバ
ッタは石川県以北にはみられない。ヒメフキ
バッタは石川県から記録がないが生息する可
能性は大きい。メスアカフキバッタは長野県
中部以南に分布し、北陸に分布する可能性は
ない。アオフキバッタは北方系の種で長野県
北部にまで記録があるが、富山県にも生息す
る可能性がある。ヤマトフキパッタは福井・
石川から記録がなく、富山県も南部、新潟県
も東部からの記録しかなく日本海側にはほと
んど分布しない。ツチイナゴは北陸以北では
確実な記録は無い。セグロイナゴは岐阜県か
らのみ記録がないがおそらく生息するものと
思われる。
近県より記録があるが、富山県より記録の
無い種は以下の35種である。
富山県以南(以西も含む)に分布：ハタケノ
ウマオイ．セスジササキリモドキ・ハダカサ
富山県の直遡類(Ⅲ
サキリモドキ・ヤマヤブキリ・キンキヤブキ
リ・キマダラカマドウマ・ナツノツヅレサセ
コオロギ・ヒメコオロギ・クチキコオロギ・
マツムシモドキ・キンヒバリ・ヒメスズ・キ
ンキフキパッタ・ダイリフキバッタ・オマガ
リフキバッタ・メスアカフキバッタ・ツチイ
ナゴ。
富山県以東(以北も含む)に分布：サドヒシ
バッタ・ヒメヒゲナガヒナバッタ・タカネヒ
ナバッタ・チシマヒナバッタ・アオフキバッ
タ・ハヤチネフキバッタ・クサツフキバッタ垂
周囲の県に分布：ヒメヤブキリモドキ・ホ
ラズミウマ・タンポコオロギ・ヒロパネカン
タン・ハマスズ・アカハネバッタ。
局地的に分布：オオクサキリ・コガタカマ
ドウマ・オオオカメコオロギ・カドナシミツ
カドコオロギ・ナギサスズ。
以上のうち、ハタケノウマオイ・セスジサ
サキリモドキ・ヤマヤブキリ・キンキヤブキ
リ・キマダラカマドウマ・ダイリフキバッタ・
ツチイナゴ・タカネヒナバッタ・アオフキバ
ッタ・ヒメヤブキリモドキ・ホラズミウマ・
タンボコオロギ・ヒロバネカンタン・ハマス
ズ・アカハネバッタ・オオクサキリ・コガタ
カマドウマ・オオオカメコオロギ・カドナシ
ミツカドコオロギ・ナギサスズは富山県にも
生息する可能性があると思われる。
まとめ
富山県産直通目昆虫は10科96種で、近接5
県と較べると、長野県よりは少ないものの、
他の4県とはほぼ似た種数となっている。
根来・瀬川(1988)で富山県より新しく記録
されたものは、ヒトコブササキリモドキ･コ
バネササキリモドキ・ヒメギス・モリズミウ
マ・ハヤシウマ・コノシタウマ・コガタコオ
ロギ・モリオカメコオロギ・マツムシ・カヤ
コオロギ・キアシヒバリモドキ・コパネヒシ
バッタ・ホクリクコパネヒシバッタ・ハラヒ
介得
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シバッタ・ヤセヒシバッタ・ハネナガイナゴ・
ホンシュウクモマヒナバッタの17種である。
富山県産直通類に関する100篇余の文献を
調査したが、現在のどの種に該当するか不明
なものが若干存在した。また、それらの文献
に記録されているが、同定のあやまり。標本
が現存しない等の理由で富山県の直通類相よ
り除外したものは、ヒメクダマキモドキ・ク
サキリモドキ・オガサワラクビキリギス・ヒ
ゲナガササキリ・タンポコオロギ・ヒメコオ
ロギ・カマドコオロギ・ヒジグロヒナバッタ・
サッポロフキバッタ・ダイリフキバッタ・ツ
チイナゴである。
近隣県との比較により、今後富山県より発
見される可能性のある種が十数種存在する。
今後、本県の直通類相をより確実に把握し、
各種の生息状況をよりくわしく把握するため、
県下一円のより綿密な調査、とくに海岸部・
河川敷・山地～高山の、また、春期～夏期の
調査も必要と思われる。
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前報の訂正：P94北海道産ヒゲナガサ
サキリ（cんｼzgjcO7”お）はキタササキリc、
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にお礼申しあげる。
また，ハラオカメコオロギ・モリオカメ
コオロギの学名は各々LQxO〃"郷加"s“加一
，“かjsMatsuura，L，sV/“sか心Matsuura
である(松浦一郎，1988．NewEntomolo
gist，37(1～4)：17-23)．
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表1．富山県産直通類成虫の発生消長
注．採集品は幼虫のため成虫期は不明
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表2富山県および近接5県の直通類相の比較
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表2富山県および近接5県の直通類相の比較
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表2富山県および近接5県の直通類相の比較
注5．各県からはヒシバッタ・コパネ
ヒシパッ夕として報告があるが、
どの蛾種"にあてはまるか不明で
あるか
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図1ツユムシ分布図 図2アシグロツユムシ分布図
図3セスジツユムシ分布図 図4エゾツユムシ分布図
図5ホソクビツユムシ分布区 図6へ'ノグロツユムシ分布図
?ー
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、‐略し.〆
図7サトクダマキモドキ分布図
図9クツワムシ分布図
図11クビキ'ノギス分布図
815
図8ヤマクダマキモドキ分布図
ーLノイh
、~し.一
図10ハヤシノウマオイ分布図
図12カヤキ'ﾉ分布図
富'11県の直遡類(II；
図13ヒメクサキIﾉ分布図 図14クサキ'ﾉ分布区’
図15ホシササキ'ﾉ分布図 図16オナガササキIﾉ分布図
???‐??‐‐??，‐，?????『? ?
図17ウスイロササキリ分布図 図18コバネササキ'ﾉ分布図
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図19ササキリ分布図 図20ササキlノモドキ分布図
図21ヒメツユムシ分布図 図22ヒトコブササキリモドキ分布図
図23コバネササキIノモドキ分布図 図24セモンササキリモドキ分布図
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富山県の直遡類(II）
図25コバネヒメギス分布図 図26ヒメギス分布図
図27イブキヒメギス分布図 図28キリギ'ノス分布図
図29ヤブキIﾉ分布図 図30ハネナシコロギス分布図
8量
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図31コロギス分布図 図32カマドウマ分布図
図33マダラカマドウマ分布図 図34モリズミウマ分布図
図35ハヤシウマ分布図 図36クラズミウマ分布図
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富山県の直遡類(II）
図37コノシタウマ分布図 図38クチキウマ分布図
図39ツヅレサセコオロギ分布図 図40コガタコオロギ分布図
図41クマコオロギ分布図 図42モリオカメコオロギ分布図
8塁
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図43ハラオカメコオロギ分布図 図44タンボオカメコオロギ分布図
図45ミツカドコオロギ分布図 図46エンマコオロギ分布図
図47エゾエンマコオロギ分布図 図48クマスズムシ分布図
8蔭
富'11県の直趨類(11）
図49マツムシ分布図 図50アオマツムシ分布図
図51カヤコオロギ分布図 図52スズムシ分布図
図53カンタン分布図 図54クサヒバ'ﾉ分布図
8？
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一
図55ヤマトヒバ|ﾉ分布図 図56キアシヒバリモドキ分布図
図57ヤチスズ分布図 図58エゾスズ分布図
一一
図59マダラスズ分布図 図60カワラスズ分布図
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富山県の直通類(II）
図61ヒゲシロスズ分布図 図62シバスズ分布図
図63カネタタキ分布図 図64アリツカコオロギ分布図
図65ケラ分布図 図66ノミバッタ分布図
8番
図67トケヒシバッタ分布図
図69コバネヒシバッタ分布図
図71ハラヒシバッタ分布図
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LノL牙
図68ハネナガヒシバッタ分布図
図70ホク'ノクコバネヒシバッタ分布図
図72ヤセヒシバッタ分布図
富山県の直遡類(II）
図73オンブバッタ分布図 図74ショウ|ノョウバッタ分布図
図75ショウリョウバッタモドキ分布図 図76トノサマバッタ分布図
図77クルマバッタモドキ分布図 図78クルマバッタ分布図
91
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図79イボバッタ分布図 図80カワラバッタ分布図
図81ヤマトバッタ分布区 図82マダラバッタ分布図
図83イナゴモドキ分布図 図84ツマグロイナゴモドキ分布区
?
富山県の直遡類(IⅢ：
図85ナキイナゴ分布図 図86ヒロバネヒナバッタ分布図
図87ヒナバッタ分布図 図88クモマヒナバッタ分布図
図90ハネナガイナゴ分布図図89ホンシュウクモマヒナバッタ分布区
??
根来尚・瀬川哲夫
図91コバネイナゴ分布図 図92ミカドフキバッタ分布図
図93ヒメフキバッタ分布図 図94ヤマトフキバッタ分布図
図95ハネナガフキバッタ分布図 図96セグロイナゴ分布図
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図版I
1．ツユムシケ’（富．城南公園，3－X-1983,根来）
2．アシグロツユムシ3（中．上市町小又川上流，l1-IX-1986，根来j
3．セスジツユムシざ’（富．城南公園，1－IX-l981，根来）
4．エゾツユムシケ’（中．上市町蓬沢，l1-IX-1986，根来）
5．ホソクビツユムシ3（中．立山町称名峡谷，27-V111-1982,根来）
6．へリグロツユムシ3（下．朝日町滝淵，4－IX-1986，根来）
7．サトクダマキモドキ早（富．古沢，18-IX-l981，根来）
8．ヤマクダマキモドキ早（氷．小境，24-X-1984,根来）
9．クツワムシざ’（婦．八尾町三田，4－IX-1985，瀬川）
10．ハヤシノウマオイ伊（射、小杉町三ケ，2－IX-1981，数井教隆）
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図版夏
図版II
1．クビキ|ノギス￥（富城南公園，l-X-l981，根来）
2．カヤキリ罰（富．城南公園，9－V111-1984，土田信治）
3．ヒメクサキリ早（富．城山，2－X-1980,根来）
4．クサキリダ（富．城南公園，6－IX-l981，根来）
5．ホシササキリ￥（射、大門町庄川河原，28-VⅢ-1986，藤森雅子〉
6．オナガササキ|ノ¥（上．大沢野町猿倉山，31-VⅢ-1982,根来）
7．ウスイロササキリ罰（富．城南公園，8－Ⅵ1-1981,根来）
8．コバネササキリ早（富．三熊，6－IX-l983，根来）
9．ササキlノダ（中．上市町湯上野，20-X-1968，瀬川）
10．ササキリモドキざ’（富．城山，16-X-1986,根来）
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図版II
図版III
l，ヒメツユムシケ’（中．上市町小又川上流，11-IX-1986，根来）
2．ヒトコブササキリモドキざ’（下．宇奈月町僧ケ岳林道，4－IX-l986，根来!§
3．コバネササキlﾉモドキ罰（小．倶利伽羅峠，17-V111-1986,根来）
4．セモンササキリモドキゲ’（下．宇奈月町祖母谷温泉，30-IX-1986，根来）
5．コバネヒメギス罰（富．古沢，l8-IX-l981，根来）
6．ヒメギス早（上．大沢野町舟渡，29-Ⅵ1-1981,根来）
7．イブキヒメギスざ’（下．朝日町滝淵，4－IX-l986，根来）
8．キリギリス談（富．古沢，22-V11-1982,根来）
9．ヤブキlノギ（下．朝日町滝淵，4－Ⅸ-1986,根来）
10．ハネナシコロギスヴ’（婦．八尾町桐谷，27-V11-1986,根来）
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図版III
図版IV
l，コロギス早（滑．行田公園，18-VII-l986，根来）
2．カマドウマ早（小．倶利伽羅峠，17-VⅢ-1986,根来）
3．マダラカマドウマ早（氷．朝日社業，11-Ⅲ-1983,根来）
4．モリズミウマざ’（下．宇奈月町祖母谷温泉，29-IX-l986，根来？
5．ハヤシウマケ’（小．埴生，l6-X-1986，根来）
6．クラズミウマ早（富．西中野町，6－m-1980,根来）
7．コノシタウマ早（中．立山町石節平，24-X-1986,根来）
8．クチキウマヴ’（中．立山上の小平，4－IX-l985，根来）
9．ツヅレサセコオロギ欲（富．呉羽山，18-IX-1982，根来）
10．コガタコオロギ伊（高．牧野，20-IX-1970，加治外司三）
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図版1V
図版V
1．クマコオロギゲ’（富．呉羽山，18-IX-1982，根来）
2．モリオカメコオロギざ’（婦．山田村，7－IX-l978，根来）
3．ハラオカメコオロギざ’（上．大沢野町舟渡，24-IX-l981，根来》
4．タンボオカメコオロギ罰（中．上市町蓬沢，11-Ⅸ-1986,根来｝
5．ミツカドコオロギ罰（富．城南公園，l8-IX-1980，根来）
6．エンマコオロギざ’（中．立山町伊勢屋，21-IX-1978，根来）
7．エゾエンマコオロギざ’（富．浜黒崎，8－X-1980,根来）
8．クマスズムシ罰（富．吉作，30-V111-1987,根来）
9．マツムシ罰（不明，22-VⅢ-1933，加治外司三）
10．アオマツムシケ’（富．城南公園，30-IX-1987，根来）
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図版、
図版VI
1．カヤコオロギダ¥（西．西野尻，26-IX-1933，加治外司三）
2．スズムシ￥（富吉作，27-V111-1987,根来）
3．カンタン畝（上．大沢野町猿倉山，31-Ⅷ1-1982,根来）
4．クサヒバlノ¥（富．城山，15-X-1981,根来）
5．ヤマトヒバIノゲ’（富，吉沢，l8-IX-1981，根来）
6．キアシヒバリモドキヴ’（富．三熊，19-V1-1987,根来）
7．ヤチスズ￥（高．与茂九郎池，18-,-1982,根来）
8．エゾスズ早（富．三熊，25-V1-1982,根来）
9．マダラスズ罰（富．城南公園，18-Ⅲ-1986,根来）
10．カワラスズゲ’（下．宇奈月町祖母谷温泉，29-IX-1986，根来）
11．ヒケシロスズギ（富．城山，l5-X-1981，根来）
12．シバスズ¥（富．浜黒崎，9－X-1980,根来）
13．カネタタキJ（富．城山，2－X-1980,根来）
14．アリツカコオロギ幼虫（富．太郎丸，l8-IV-l982，布村昇）
15．ケラ早（富．城南公園，1－V-1984,根来）
16．ノミバツタ早（上．大沢野町猿倉山，l2-VI-l987，根来）
17．トケヒシバツタ¥（氷．朝日山公園22-IX-1982，根来）
18．ハネナガヒシバツタ¥（富．城南公園30-III-l987，根来）
19.コバネヒシバツタ¥（上．大沢野町牛ケ増，21-V-1987,根来）
20．ホク|ノクコバネヒシバツタギ（婦．八尾町高瀬峠16-1V-1987,根来）
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図版VI
図版V11
1．ハラヒシバッタ早（東．利賀村上百瀬，l9-VI-1987，根来）
2．ヤセヒシバツタ¥（氷．大境，l-VI-1987，根来）
3．オンブバッタ¥（中．上市町東種，23-X-1987,根来）
4．ショウ|ノョウバッタゲ’（富．常願寺川大日橋，4－X-1985,根来）
5．ショウlノョウバッタモドキヴ’（上．大沢野町寺家，l5-X-1985，根来＞
6．トノサマバッタざ’（上．大山町粟巣野スキー場，6－IX-1987，渡辺誠）
7．クルマバッタモドキ罰（富．水橋，4－X-1985,根来）
8．クルマバッタヴ’（上．大沢野町猿倉山，31-VⅢ-1982,根来）
9．イボバッタ早（富．常願寺川大日橋，25-X-1985,根来）
10．カワラバッタケ’（中．立山町芦略寺，l2-IX-1974，田中忠次）
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図版VII
図版VⅢ
1．ヤマトバツタヴ’（富．浜黒崎，5－IX-1980，根来）
2．マダラバツタ早（富．城南公園，28-VⅢ-1986,根来）
3．イナゴモドキゲ’（中．上市町蓬沢，ll-IX-1986，根来）
4．ツマグロイナゴモドキヴ’（婦．八尾町桐谷，27-V111-1986,根来）
5．ナキイナゴ研（下．朝日町小川元湯，9－V11-1985,根来）
6．ヒロバネヒナバツタざ’（下．宇奈月町樫平上部，8－IX-l987，根来）
7．ヒナバツタくう（中．立山町桂台，23-VⅢ-1983,根来）
8．クモマヒナバツタダギ（中．立山弥陀ケ原，4－IX-1985，根来）
9．ホンシユウクモマヒナバツタ罰早（下．宇奈月町百貢山中腹，9－IX-1987，根来）
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図|版Ⅷ
図版Ⅸ
1．ハネナガイナゴケ’（東．東野尻，4－IX-l932，加治外司三）
2．コバネイナゴ¥（高．与茂九郎池，22-IX-l982，根来）
3．ミカドフキバッタ罰（婦．婦中町高塚，7－V11-1987,根来）
4．ヒメフキバツタざ’（上．大沢野町今生津，23-VII-1987，根来）
5．ヤマトフキバツタヴ’（上．大沢野町今生津，23-Ⅵ1-1987,根来〉
6．ハネナガフキバッタ罰（中．立山黒部湖畔，25-IX-1987，根来）
7．セグロイナゴケ’（氷．中田，24-VⅢ-1978,根来）
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図版IX
